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最先端の技術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高い生産性を実現すること。 
それが、人と技術の理想をめざす 
日立の「インターフェイス」の願いです。 


Interface 

インターフェイスは、、、人と技術の理想をめざす〃日立のスローガンです0 


株式会社日立製作所宣伝部〒101-10東京都千代田区神田駿河台四丁目6番地■話 (03)258-1111( 大代） 














































日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 ( J - H - A ) 


& ムレ n-#t 

タチカラの ハンドボールは 縫 ボール と同じ構造の チュー ブが離れた 


L • B • C 中空製法です。 


東京都台東区松ケ谷 1-11-7 
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第似回国民体育大会. 


涼しい北海道に熱い闢いを展開 


第44回国民体育大会ハンドボ— 
ル 競技は、9 月 18 日から 22 日まで 
礼榥市、江別市の会塌を使って、 
成年男子1部、成年男子2部、成 


年女子、少年男子、少年女子の 5 
部門に各都道府県代表が熱戦を展 
開した。以下、各部の熱戦の様子 
をご紹介しよう。 


成年男子1部/埼玉が優勝 


■回戦 


沖_713|12〕6石川 
7?丄ヒル 214 IMJJ 全石川) 
クラブ) 

〔戦評〕沖縄はやや高きに勝る石 
j!f のデイフヱンスに対し、1対1、 
足を使ってのずらし、上下左右か 
ら繰り出す変則シュートの攻撃。 

石川はミドルシュート、ポストブ 
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レ—、サィドからの攻撃。沖縄は 
ゲ—ム開始早々、 PT 、 ノーマー 
クシユ—卜 とたて続けにはずし、 
リズムに乗り切れないかに見えた 
が、徐々に調子を取り戻し、お互 
いに速攻もょく出し、全く互角の 
試合だったが、1点差で沖縄が制 
した。 

岩 手 7 T 4 I 5 1 岐 阜 
(花卷ク2113116」2 f 慧 

〔戦評〕前半、両チームとも堅い 
守りで 10 分まで岩手の 3 — 1 と口 
丨スコアで進んだが、10分過ぎか 
ら岐阜のミスをついた岩手の速攻 
が出だし、攻守のかみ合いが取れ 
てきた。谷藤、中島のロングも決 
まり、次第に点差が開いた。岐阜 
もフェイントからのカットインな 
どで対抗するが、岩手 GK のファ 
インプレーに阻まれなかなか得占叫 
できず岩手の14|5で前半を終る。 


後半、加藤のロングが決まり始 
めると岐阜もリズムに乗り、速攻、 
カットインで 15 分過ぎには 4 点差 
まで詰め寄りあわやと思わせたが、 
終盤岩手が速攻で再び引き離した.。 
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f 14 l 13 l 7鹿児島 
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( sfB 2 l 15 —ZJ 2 (鹿児島ク) 

〔戦評〕立ち上がりロングの打ち 
合いで互角の展開であったが、脚 
力に勝る山口は角の活躍で一歩リ 
1ド。しかし、 鹿児島 も池ノ 上の 
ロングで追い上げ、 14113 と1点 
差で前半を終了。 

後半に入っても流れは変わらず 
一進一退の展開であったが、山口 
が20分すぎに追い〇くと一気に逆 
転、そのままリ I ドを保って逃げ 
切った0 
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熊 

畜技研っ 
熊本) 

〔戦評〕大阪、熊本ともに1 . 5 
デイフェンスから速攻、 カツトイ 
ンを主体に攻撃するチーム。熊本 
は相手から速攻につなげ、熊本べ 
丨スの展開で、前半 16112 で4点 
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勹尾本野田代村中口崎田中内 

け中宮矢荒三松田山川村田堀 
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リ ー ドで終了。 

後半、大阪もコンビが合ったし、 
ボスト、サィドから反撃し、残り 
7分で 25125 の同点とし、白熱し 
た試合になるが、個人のシユート 
力で上回る熊本が 31 — 28 で逃げ切 

った。 

東 H„f 13 l 77 富 山 
01疆会 21 16I 10 J 全富山) 

〔戦 S 東京は立ち上がりスルス 
ルと2得点し ぅまい 滑り出しを見 
せたが、その後の浮かしシユート 
を3本連続ミスをし、自らを苦し 
くした。富山はきの機に ぅまく 得 
点をあげ互角にもちこむ。しかし 
力で勝る東京がじりじりと弓き離 
し前半を終了。 

後半も同じような展開を見せた。 
富山は G K 須波が好守を見せ頑張 
つたが、東京の波状攻撃の前に涙 
を飲んだ。 
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S 沢ク 2 1 16 I 13 J J ゎかくさクー 

〔戦評〕両チームともパスミス、 

シュートミスが多く、得点と失点 
をくり返し、12—12の互角で前半 


を終了。 

後半に入っても同様な展開であ 
つたが、秋田は後半なかばに4連 
続得点し、この試合の主導権を握 
つた。奈良も最後までよく粘った 
が、中盤の連続失点が響いた。 
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後半に入ると、ディフェンスを 
固めて I 気に勝負に出た埼玉が10 
分間で10点差にし、その後も着実 
に得点をあげて沖縄を突き放した。 

愛 F 12— i 5 l 宮城 
112 2 11 
大 OB 会) 

〔戦評〕前半15-分までは一進一退 
の攻防を展開していた。ミスの目 
立ちはじめに宮城は、 愛媛の速攻 
にょり リードを許し、前半12—10 
の2点リードで折り返す。 

後半に入り、宮城は反撃に出る 
が、愛媛 GK の好守にあってなか 
なかリズムをつかめなかった。愛 
媛は 宮城の、、、 スをうまく速攻につ 
なげ、3点のリ—ドで逃げ切った。 


21 沖 縄 


i 毚 3 11810 

〔戦評〕前半、埼玉が多彩な攻撃 
で着実に得点をあげるのに対し、 
沖縄は全員よく動き、走り、速攻、 
ボストプレーで得点をあげ、 16 — 
12と4点差で前半を終了した。 
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〔戦評〕試合開始直後から両チー 
ムの特徴である速い攻撃の連続で 
見応えのある試合展開でスタ1卜 
したが、岩手の速攻は栃木 GK 石 
田の好守でなかなか得点にならな 
い。それに対して栃木の攻撃は、 
コ—卜 いっぱいに使った幅広い巧 


みな攻撃でディフヱンスを惑わし、 
着実に得点を重ねる。 

後半に入って岩手も全く互角の 
戦いぶりを見せてよく頑張ったが、 
前半の点差が大きく及ばなかった。 
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〔戦評〕山口の先行でスタ—卜す 
るが、すぐに京都も得占一してシー 
ゾ '—ゲ^—ムとなった。両チ^~ムと 
も攻守に優れ、互いに譲らぬ展開 
となったが、ミスと反則の差が得 
点に出て、 13111 と京都が前半を 
2*リ—ドする。 

後半に入り、堅いデイフェンス 
からの速攻で5分過ぎには京都が 
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6点差とした。その後の山口の反 
撃を期待したが、前半とは対照的 
に京都の一方的なゲーム展開とな 
つてしまつた。 

三 ％,191 
(本田技研 3 120110 

鈴鹿) 

〔戦評〕本田技研鈴鹿、熊本の兄 
弟対決になったが、ディフヱンス 
の力が一枚上手の三重が GK の好 
ブレィもあり、立ち上がりから連 
続して速攻を決め、15分には12— 
1と大差がついてしまつた。 

熊本はセット•オフェンスから 
のシユートミス、パスミスなどが 
目立ち、攻撃にやや雑な面が見ら 
れた。それに対し三重は、ミドル、 
ポスト、サイドと多彩な攻撃で、 
セットで もやは り一枚上の感は否 
めなかった。 
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(大同特殊網312|10!广 

〔戦評〕東京は愛知の高いディフ 
エンスを破れず、攻撃が単調にな 
つた。愛知は田中の速攻、サィド 
高村のミドルシュートなどで着々 

































創業 71 年 


中村荷役運輸株式会社 

代表取締役社長中村昭光 
本社 〒108東京都港区芝浦 2-3-39 

電話東京 （03) 451 — 4161(代） 


と加点'.前半で大量リードを奪い 
勝負を決めた。 
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供す〇 09112310004 

II ) 谷田井口谷畠里田辺山地原 

ほ大平亀谷泉高渡浜渡西宮松 
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〔戦評〕技術、体力に勝る広島が 
試合開始 30 妙から 12 連続得点、秋 
田も 14 分に佐藤のロングで初得占一。 
ポスト、 サィドと 果敢に攻撃する 
が、ディ フヱ ンスを崩すには至ら 
ず、前半を22 —4で終了。 

後半も試合の流れは変らず、広 
島の一方的なゲームとなったが、 
最後まで力を抜かずにプレ I した 
秋田の健闘を贊えたい。 


北海戶 

(はまなすク 2 UI 8 JJ 讃岐ク) 

〔戦評〕香川が好スタートを切り 
一方的な展開になるかに見えたが、 
北海道は GK を交代させ、リズム 
を変えた。香川はポストパスにこ 
だわり、インターセブトされ、連 
続速攻で北海道が逆転。その後一 

進一退をくり返し、 13113 の同点 
で前半を折り返した。 

後半に入っても10分まで 18—18 
の同点であったが、北海道がパス 
カットから 連続7ゴー ルを あげて 
試合を決めた。 
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〔戦評〕立ち上がり5分、愛媛は 
回り込み、ブラィンドシユートで 
3—4 と健闘した。しかし、地力 
に勝る埼玉は、固い守りとフット 
ワ—クを使った多彩な攻めで、速 
攻、ロングで連続得点し、試合を 

決定した。 


租寸〇 00114032100 
$1]内村川岡子福谷野田本谷中 

[« 竹川石定金東関上川山関田 


12 三 


審 




玉 


'内辺岡田田藤田本斐田馬下 


和 


げ矢渡松大武首中山甲菅相宮 
得0045743094.3 4 


T 


( 2 ) 


3 


京 


都 il 


〇 I o ' 
121—ノ 


17 栃 木 


但寸001050000920 
勹谷田田元下開井田口西山 
林 ほ 
H 染石中四山新武川滝小中 


審 


大河原' 
守屋‘ 


H 下本府間本井辺田村村藤水 

CM 山咲国佐楠酒池西西中加清 

得〇 07050004231 


7 

( 2 ) 

T 

P 

( 2 ) 

2 

2 


m 28 du 
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〔戦評〕開始早々京都の速攻が決 
まり、京都が好スタ1卜を切った。 
その後もロング、 カット インで加 
点、 20 分には 9 1 5 とリ—ドを奪 
ぅ。一方の栃木も 15 分過ぎから相 
手ミスなどから反撃、サイド、ミ 
ドルと連取、 10110 の同点で前半 
を終了。 

後半に入り一進一退の展開。20 
分に栃木の攻撃の雑さを京都が速 
攻に結びつけ、3点リードを奪う 
と GK の好守 も あって そのまま 逃 
げ切った。 


〔戦評〕日本リーグ勢同士の対決 
は、開始27妙に愛知，佐藤が0尺 
顔面へのシュートで退場となる不 
穩な立ち上がり。8分に 111 の 
同点だったが、その後9分間愛知 
は無得点で、この間に 8—1 と大 
きく開いた。前半で退場4人と荒 
れた試合ながら、この後は一進一 
退、14—7と三重の7点リードで 
前半を終了。 

後半、愛知のミスゃ三重0仄橋 
本の好守で 10 分には 20 |8と大差 
がっく。その後は両チームとも互 
角の点の取り合いを見せたが、三 
重が大量点差に余裕をもって押し 
切った。 
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13 北海道 
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〔戦評〕前半、広島は中川の速攻、 
奥田のサィドシュ—卜、玉村のミ 
ドル、ロングで北海道を圧倒。一 
方北海道も佐藤の速攻で反撃する 
が、 18 —5で折り返す。 

後半に入つて)£島はメンバーを 
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誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔法がかか 
ると、一瞬のうちに興奮 
のるつぼと化してしまう。 


一瞬の吉6め吉と 
積極果敢な 
チヤレンジヤー 


セノー も誇り高き チャレンジャ 
一。 よ 1 )良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 


日本 ハン ドボール協会検定工場 

錄 Senoh® 
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入 il # え;6が"最後まで手を抜か 
ず好ディフェンスから着実に加占1、 
北海道も地方の声援を受け、最後 
まで意地を見せたが、終始広島が 
力の差を見せつけ 35—13 で完勝し 
た。 
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とした。 

後半は地力に勝るが、埼玉が攻 
守に京都を上回り勝利を飾る。 
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〔戦評〕前半、埼玉の動きが悪く、 
京都ミドル、速攻で得点をあげリ 
1ドを奪ぅ。しかし、埼玉もナシ 
ヨナルブレー:¢ - I を中心に守りか 

らリズムをつかみ、前半を 14—11 


〔戦評〕日本リーグのトップチー 
ム，の戦いとあってスタートから熱 
戦が広げられた。しかし広島は、 
再三のチャンスを三重の GK に阻 
まれ、逆に速攻、ポストプレ—な 
どで三重に得点を許し、前半は三 
重の一方的なゲ—ムになってしま 

った。 

後半に.入っても前半のぺースの 
まま進み、三重の勝利で終った。 
広島は、最後のノーマークミスが 
最後まで取り戻せなかった。 
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阻まれなかなか加点できない。残 
り6分、たて続けに2人の退場者 
を出す広島に対し、京都も必死に 
追い上げるが 916 で前半を終了。 

後半に入り、じりじりと追い上 
げる京都は残り11分についに同点 
に追いつく。その後白熱したシー 
ソーゲ—ムが続き、広島の1点リ 
1ドで迎えた残り 51 妙、広島にミ 
スが出て京都が速攻、反則 • PT 
となる が、 GK 井藤がキープ、広 
島が辛くも逃げ切った。 


決勝 


s * i (1012 Nm 521 lll M 

〔戦評〕立木を軸にしてボストブ 
レ—、速攻で攻める三重に対し、 

埼玉は首藤、武田のロングシュー 
卜、速攻で得点を重ね、前半は12 
—10と埼玉が2点リー‘ ドして 終了。 

後半に入り、 10 分に 14114 と同 
点に追いついた。三重に対し、埼 
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〔戦評〕広島の先行でスタ—卜し 
13 分まで 411 とリ— ドする。京 

都も国府のロング、速攻で追いか 
けるが、広島 GK に井藤の好守に 
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玉も速攻、ロングで突き放しにか 
かる。その後一進一退の展開を続 
けたが、残り3分を切ってから甲 


斐があげた1点を守り切って埼玉 
が接戦を制した。 
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〔戦評〕愛知は立ち上がり右サイ 
ド、中央からのアンダーシユート 
で2点リードしたが、福岡も PT 、 
左サイドと得点をあげ追いついた。 
その後両チ—ムともに点の取り合 
いとなり、見応えのある試合とな 
った。前半残り4分から福岡の2 
本の速攻が決まり、3点をリード 
して折り返した。 

後半に入り、福岡はサイド、口 
ング、カットインと得点をあげる。 
愛知もサイド、中央からのロング 
などで得点するが、なかなか点差 

を縮めることができず、終了直前 
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には1点差まで詰め寄ったが及ば 
なかった。 

長野215—1015山 口 
(全長野317|152下閲ク) 

〔戦評〕前半、長野は矢嶋のロン 
グシュ—卜、岩下の老かいなアシ 
ストプレー、鳥谷越の速攻などで 
着実に加点し、5点差で終了。 

一方山口も GK の好守、浜本の 
速攻、カットィン、原田のロング 
で反撃するが、後半に入り両チー 
ムともディフヱンスが甘くなった 
こともあり点の取り合いとなる。 
結局、両チ—ム激しい点の取り合 
いで、長野が前半のリードを保つ 
て逃げ切った。 
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ょぅな展開でなかなかぺースをつ 
かめなかったが、青森は7分頃か 
らリズムが出はじめ、ポスト、サ 
イド攻撃などでリードした。群馬 
も青森と同じょぅにポスト、サイ 
ド攻撃で追いすがり2点で折り返 
した。 

後半、群馬はリズムに乗り、今 
井の速攻などで逆転したが、寺山 
の負傷退場から青森に速攻を許し、 
サイド山本のブレーで差を広げら 
れてしまった。青森の地力が一歩 
勝ったが、ともに攻撃力に決定を 
欠いていた。 
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〔戦 S 前半立ち上がり、ミスか 
らお互いに相手に速攻を許という 


終盤ノーマークをはずすなど愛媛 
にミスが出て、大阪が逃げ切った。 
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〔戦評〕立ち上がり大阪は動きが 

固く、8分までに愛媛が4-〇と 

リ—ドしたが、こころから大阪も 
スピードと体格を生かした攻撃で 
立て直し、 GK 福岡の好守もあつ 
て大阪が13—9として前半を終る0 
後半に入って、大阪が7分まで 
に 18 — 11 と離すが、愛媛も長嶺の 
豪快なロングを軸に 11 分には 16 — 
19 まで詰めて混戦かと 思われた が、 
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(沖網瞀 2116 | 92 東山之 

〔戦評〕沖縄がポストシュートで 
先行したが、両チームとも固さが 
見られ15分まで一進一退であった。 
しかし、15分過ぎから攻撃のリズ 
ムが出てきた京都がロング、サィ 
ドなど多彩な攻めで、相手ミスに 
乗じてじわじわ差を開き始め、25 
分には12—7と5点差まで開いた0 
それまで再三のチャンスを京都 G 
K の美技に阻まれていた沖縄も残 
り5分から猛追、4点連取して1 
点差まで詰め寄った。 
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後半、勢いに乗る沖縄があっさ 
り逆転、逆 L J 点差まで一気に広 
げる。脚力に勝る沖縄が終始リー 
ドをキ—ブ、最後まで足が止まら 
なかった沖縄の走り勝ちであった。 

山梨〇14—151〇〇岡山 
(日川ク 3 ISI 11 J 全岡山) 

〔戦評〕立ち上がりょり、両チー 
ムとも力強く、激しい攻防を展開。 
山梨•菊島と岡山•上野のロング 
シュートの打ち合いが目につき、 
前半は 15114 と岡山の1点リード 
で終了。 

後半も同様の展開となったが、 

8分岡山•上野の退場があり、こ 
の間に山梨が2点リ—ドして試合 

.の主導権を握った。 
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しい攻防が続いたが、残り10分で 
宮城に退場者が出てぺースを崩し、 
5点差をつけて北海道が逃げ切つ 
た。 
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〔戦評〕三重は滑り出し快調に点 
数を重ねたが、20分過ぎ一息入れ 
たところを 東京に スキを つかれ、 
.同点に追いつかれた。その後も一 
進一退を くり 返したが、 ラスト 3 
分で速攻を連続して決めた東京が 
14—11 とリ ードして前半を終了。 

後半は両チ—ムとも譲らず I 進 
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〔戦評〕北海道が先制、宮城が追 
いかける展開となる。北海道は G 
K 好守から速攻べースをつかみ、 
次第に点差を広げ、一時は5点差 
とするが' 宮城も粘り強く追い上 

げ、1占-;差で前半を終了。 

後半に入〇ても i 点差を争う激 
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一退をくり返し、結局同点のまま 
延長に入る。 

延長前半、東京は速攻とワンフ 
ヱイントで2点を先取するが三重 
も1点をとる。延長の後半、三重 
は1点をとりまたも同点に。その 
後互いに1点を加点したが、ラス 
卜 18 妙で東京が45度からのシュー 
卜でリードを奪って熱戦を制した。 


2回戦 


福 岡27 


Yr il 


24長 野 


#001725040206 
ifo 桐島木川島田条村山原下部 

浪片北青塩矢行中中小小岩鳥 


GK 


審 


中 

高 


島〕 

野 


P 田口田崎賀藤田口野川 

SP # 

[^ 山浜野山古遠藤野平早 

得001725040206 


( 2 ) 


T 


( 2 : 


27 


死に反撃するが、 この 3連続失点 
が重く、 27124 で福岡が逃げ切つ 
た。 


'12112 ン 


大 阪27 


〔戦評〕長野•矢島と福岡•野田 
のロング ヒッタ1を 持ったチー ム 
同士の対戦。福岡が野田のロング 
で先行、長野 もす ぐに サイ ドス カ 
イを 決め、 15 分過ぎから矢島の口 
ングが決まりだし、全く互角の展 
開で11—10と長野が一点をリード 
して前半を終了。 

後半も一進一退の好ゲームを展 
開、残り 10 分に 18118 の同点。こ 
こから福岡は早川の速攻、サイド、 
野田のロングで3点差。長野も必 
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〔戦評〕10分頃までは大阪•水谷 

のロングシュート、主冃木林•米塚、 
大村のロングシユート、カットィ 
ンが決まり激しい点の取り合いを 
見せるかと思われたが、10分以降 
お互いにミスが多く得点につなが 
らなかった。前半残り5分からは 
再び動きが速くなり、シーソーゲ 
—ムを見せたが、12—12の同点の 
まま前半を終了。 

後半開始早々、大阪は相手ミス 
に乗じる 連続得点する。 この 差が 
最後まで続き青森は苦戦したが、 
残り3分で同点に追いつき、延長 
戦に入る。 

延長戦は大阪がよく走り、着々 
と加点して勝利をものにした。 
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〔戦評〕山梨がポストプレーで先 
取点をあげ好スタ1卜を切る。こ 
れに対し沖縄は速いボール回しか 
ら攻撃をしかけるが、山梨の固い 
デイフェンスと G K の好守に阻ま 
れ、なかなか得点に結びつかない 
が、山梨は速攻、ロングシュ ー ト、 
カットイン プレ ー で得点をあげ、 
前半を 16 | 8 で終る。 

後半、沖縄はサイドシュ—卜か 
ら得点をあげ盛り返しを期待した 
が、 GK の好守や固いディフェン 
スを崩すことができず得点のチャ 
ンスをつぶしてしまつた。|方山 
梨は中沢のロングシュート、速攻、 
カットインと 得点を重ね、 36 122 
で勝利を飾った。 
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〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
慎重になり過ぎ、北海道が先行す 
るのを東京が追いかける展開が続 
いたが、ゲームが動きだしたのは 
15 分過ぎ、東京が 2 点を連取して 
































成年男子 2 薄は東京が制す 



■料金(税込） 

シングル A . 6,180 PJ 

シングル B . 6,540^1 

シングル C . 6,740 PJ 

ダブル . 12,360 

ツイン . 11,330 MJ 



■料金(税込〉 

シングル A .6.690 PJ 

シング、ル B . 7,100円 

ツイン•ダブル-11 ，330 P 1 5 H >4 NPM 
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• ^ SxJg £ inljt : J 暑胃山 £ ji > 二!ビ：？朮5=ル♦文陪 LipIj ピ;子 Jb • USUI £ ji »1 j t:JiftaFJb ♦姉妹ホテル KOLON HOTEL _ 、廈州(キョンジュ市）東京事務所⑽ 586-7 S 7 i 


洛古屋 £ j ゃコピ：？朮子ル 

〒460名古廋市屮区錦 2-20-5 代表 0052 ( 203) 5858 

_交通地下鉄東山樣伏見駅より東へ徒歩5分 

地下鉄東山線栄駅より西へ徒歩8分タクシーは名古屋駅より8分 


★予約センター 

東京予約センター Q 03(583)1001 
名古屋予約センター 0052(203)5489 


大阪予約センター Q 06(312)1751 

北海道予約センターく札幌〉 Q 0 I 1(232)3731 
東北予約センターく仙台〉 0022(224)0078 


北陸予約センターく金沢〉 ©0762(40)0890 
防府予約センター * S 0835( 2 1)6601 

九州予約センター 13092(714)3531 


初のリードを奪ぅと北海道もロン 
ダ、ポストを織りまぜ、がぜん迫 
熱した点の取り合いとなった。結 
局、多彩な攻撃を見せる東京が一 
歩抜け出して前半を終了。 

後半も東京が藤村の好配球から 
サイド、ポストと幅のある攻撃を 
見せ、 一 度も主導権を渡さず逃げ 
切 V た。 
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幻西屋田橋屋沢木野子藤 
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M ] 崎沢嶋野沢井木野兼村沢 

山尾五釆宫荒春高津藤江 
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幻田野地志田本村田 

C 1 ;森 

U 福奧加竹合岩中長水田 
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⑸田条口田崎賀藤田野川 
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3 堤 

け山七浜野山古遠藤平早 

^00360503237 
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点差を じりじりと 広けていった。 
一方大阪もロング、ステップで追 
いかけるが、点差は縮まらず、13 
— 6 と大きく差がついて前半終了。 

後半に入り、福岡に速攻が出は 
じめ、 GK の好守ともあいまつて 
大阪を押し切った。 


東 京25 
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23山 梨 


l ^ 29 6 rI26j18*K 0 

〔戦評〕お互いに速攻は出るがミ 
スが多く、セットカのある福岡が 
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( m 山尾玉釆宮荒春高津藤江 
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3位決定戦 
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梨 28 3 T —I 


〔戦評〕東京のテクニックと高さ 
とパヮーの山梨の激突となり、東 
京は藤村、山梨は菊島を中心に白 
熱したゲームが展開された。山梨 
はロングシュート、東京はフェィ 
ントやポストで得点し、前半を11 
19と東京が2点リードした。 

後半に入ると、東京•藤村、山 
梨の菊島の打ち合いとなり 2 点差 
がなかなか縮まらない。山梨は 18 
分過ぎについに速攻で同点とした。 
しかし、東^^ もしぶとく 引き離し 
辛くも逃げ切った。 


155 J 20 大阪 

〔戦評〕立ち上がりから山梨が3 
点を連取、大阪もサィド、ポスト 
で対抗、10分に4 —2 とする が、 
その後大阪はなかなか得点をあげ 
られず、一方山梨は菊島のジャン 
プシユート、平山の速攻などで加 
点し、 15—5 と大きく リ ードして 
前半を終る。 

後半、大阪はディフェンスから 
リズムをつかみ、走りだして速攻 
やペナルテイなどで 6 点差まで追 
い上げたが、前半の大差は詰めら 
れず 28120 で終了した。 
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g 田野—田 本 村田— 
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-513 - 

〔戦評〕東京は試合開始より常に 
先行し、速攻がよく決まった。一 
方福岡は浜口、野田のロングシュ 


1卜で対抗するが、11—10と >K 京 
の 1 点リードで折り返した。 

後半開始早々、ょぅやくエンジ 
ンのかかった福岡は連続速攻が決 
まり一度は逆転した。しかし東京 
は、藤村の ミ ドルシュ I 卜と 巧み 
なパスワークで再度逆転した。 ラ 
スト4分、福岡はまた速攻で粘り 
を見せ 1 点差まで追い上げたが、 
東京 GK 山崎の再三にわたる好守 
で逃げ切った。 


5 一寸 00640111028 
g 田條口田崎賀藤田野川 
關 堤 
cf 山七浜野山古遠藤平早 
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02010527360 


26 












































成年女子/山梨が優勝 


■回戦 


、14 I 15 D 山 
一 131— loljJ 徳 山ク) 


P 


石卯 

12 

〔戦評〕開始早々 30 妙、石川がボ 
ストシユ ー トで先制、山口の ディ 
フェンスが 調子の波に乗らない ぅ 
ちに 5点を連取す る。ょぅやく リ 
ラックスしてきた 山 ロディフェン 
スの 足が軽くなり、ボール ヵット 
などで2点差まで詰め寄る。結局 
前半は 14110 と石川のリ—ドで折 
り返す。 

後半に入って、石川はょく走り 
その差を次第に広げていく展開と 
なった。試合全般を見て、シュー 

トミス、パスミスがともに多く、 
もう一つ盛り上がりに欠けた。 


#003420000452 

3]村直本田華村沢崎田田田本 

匚 鳥 

I 野中貞石中中国三堀福飯森 
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20 
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審. = )PT 


' JJ 戸井田後真野静本木 

;1 J 林1高 JII 

U $ TJ 上丹北矢北宮島 

姐 7 〇 0136342512 


時折の速攻もミスが多く、15分ま 
で515の ロー スコア。 20分過ぎ 
から岩手のパスミス、シユートミ 
スに乗じて、香川の速攻、セット 
での大きい振りからのサイド、力 
ットインと多彩な攻めが決まりだ 
し、岩手もカットインなどで追ぅ 
が及ばず、 13 |8で前半を終る。 

後半立ち上がりから岩手が速攻、 
サイドなどで連続して得点、15分 
に2点差、20分には同点、そして 
23分には PT で逆転に成功した。 
その後の混戦から抜け出した岩手 
は残り1分に PT で2点差として 
そのまま 逃け^る。 
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2回戦 


岩 手 4 81131 2 香 
(自梅 11 21 16 19 2 一 f ル 

英扶会 ) 香川) 

〔戦- fi 典にセットで遅攻のまま 


;! L 714 M 1010 j i 




山 梨， 

(シヤ 
レ—ゼ ) 

〔戦評〕石川は開始早々ミスから 
の速攻で先制するが、山梨も松沢 


がサィドシユートを決め主導権を 
握り、ずらし、ポスト攻撃で加点、 
一方の石川も北川のミドル、林の 
活躍で応戦、残り5分近くで速攻 
が決まりだしたが、前半 14110 で 
終る。 

後半に入ってから一進一退、石 
川 GK 木戸の好守もあり、速攻で 
じりじり詰め寄り、残り5分で同 
点、 2 分 30 妙で逆転、 そのまま 逃 
げ切るかに見えたが、山梨が再ぎ 
同点として残り5妙、山梨.松沢 
が決勝ゴールを奪い、大勢戦に終 
止符をうった。 
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愛^,10—9一 6栃木 
(ブラザ12 (10 I Z.J 日立栃木) 
工業) 

〔戦評〕開始早々3点リードした 
栃木に対し、愛知は荒木を中心に 
ょく追いすがり、20分過ぎに ^ -I 
7の同点に追いつく。その後、逆 
に愛知が3点を連取、日立が追い 
上げて、10|9と愛知の1点リ| 
ドで前半を終了。 

後半に入り、愛知は PT 、 荒木 
の 3連続 ロング シュ ー トな どで得 


点を重ね、攻撃のリズムを失った 
栃木に対し勢いに乗った愛知がリ 
I ドを保って逃げ切った。 


得〇〇 4 213320001 
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京 都 4 18169 北海道 
(京都ク 3116—13 J J はまなすク) 

〔戦評〕開始直後京都が2本の P 
T を決めて先行、その後速攻で得 
点を重ねて京都べース。一方北海 
道は徐々に固さがとれて追い上げ 
るが、前半を 18 —6と 京都の リー 
ドで終る。 

後^^に入っても、京都の攻撃は 
速く、速攻を主体に得点、終始地 
力に勝る京都が I 方的な試合で勝 
利をつかんだ。 
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(立 i 4 20161 93石手 
山鹿) 

〔戦評〕ゲ—ム開始と同時に熊本 
の得点が連続し、2分が過ぎてか 
ら岩手の得点が記録されるが、そ 
の後も堅い熊本のディフヱンスを 
崩すことができないまま熊本の速 
攻、セット攻撃で失点す る。 

後半開始岩手が得点するが、す 
かさず熊本も反撃し、熊本が強さ 
を見つけた試合のままゲ—ムが終 
る0 
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13愛 知 


〔戦評〕山梨のテクニックと愛知 
のパヮ—のぶつかり合いになるか 
に思われた前半、山梨•小松の n 
ングシュートできつかけをつかん 
だ山梨が引き離しにかかるが、愛 
知も必死に追いかけるが10|6と 
山梨のリードで前半を終了。 

後半に入り、愛知も荒木のシュ 
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—卜で 11 いかけるが、なかなか 4 
点差を縮めることができない。一 
方山梨は、次第に速攻が出はじめ、 
リ，-ドを広げて逃げ切った。 
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g 本住木永栗倉上尾藤田斐木 
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熊 本29 
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16 京 都 


〔戦評〕前半、京都が速攻で先制 
2点を リー ドするが、熊本 も 速攻 
を中心にロング、ステップと攻撃 
し 逆転、 10—9 と 1 点を リードし 
て折り返す。 

後半に入ると、速攻を中心にコ 
1卜を走り回る熊本が連続して得 

点し、京都のディフヱンスの足が 
止まると高い位置からのロングシ 
ユ—卜 を決める。京都はセット 中 

得〇 〇 〇 2 5 〇 〇 2113 2 16 

H 添圭野上尾田辺井橋上真 
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b 川前横山中武古野橋斉石比 
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心でポストブレーとカットインで 
攻撃するが、走力、パワ—の差が 
出てしまつた。 


3 位決定戰 


愛知 21 rM 0 M 711 j ! 8 示都 

〔戦評〕 15 分までは京都が速攻や 
ポストシュ—卜などで得点しゲー 
ムを優位に進めていたが、愛知も 
末永のロングシュートやサィドシ 
ュートで反撃し、前半は11—10と 
1点差で終了する。 

後半、愛知は 3 点を連取して逆 
転、 そのまま 勢いに 乗るかと 思わ 
れたが、京都もポストシュ I 卜で 
得点し I 進 I 退が続く。10分過ぎ 
に京都に退場が続き、その間に 19 
—14 と差がつく。その後京都もよ 
く追い上げたが及ばなかった。 


〔戦評〕互角の立ち上がりだった 
が、 15 分過ぎから山梨はサイド、 
ロング、カットインと 連続 5 得点 
を あげ、 11 — 7と4 点を リードし 
て前半を終了。 

後半に入り、開始早々熊本が連 
続速攻を決めて逆転、会場は一気 
に盛り上がった。その後全くの一 
進一退の展開であったが、残り 3 
分で山梨.海道のロングシュ—卜 
がほぼ試合を決定づけた。熊本も 
粘りを見せたが惜しくも及ばなか 


つた。 
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少年勇子/東京が優勝 


■回戰 
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山 口 
冚口選抜) 


〔戦評〕開始直後山口が先制点を 
あげ、デイフェンスの良い山口の 
ベ！スで終始試合が進む。東京も 
徐々に力を発揮、 918 の 1 点差 
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で前半を終了。 

後半に入り、東京もべースをつ 
かんだかと思われたが、シュ—卜 
が思うょうに決まらず、 19119 の 
同点で辛くも延長戦に入る。延長 
に入り、1点を争う戦いであった 
が、東京が2点差をつけて辛うじ 
て逃げ切った。 

石^ 010— 67大 0 
(石川蠆 2(10187( 大阪選抜) 

〔戦 S 前半のミスが得点に響い 
て大阪は6点、石川は相手の弱点 

をつかみ、古问白田のフェイントから 

のシユ—卜を中心に上手にセット 
からの攻撃をまとめ、チームのリ 
ズムをつくって10点をあげた。 

後半、大阪はディフェンスを堅 
め必死に食い下がって1点差まで 
追い上げたものの、石川の攻撃の 
流れを食い止めることができなか 
つた0 


召しませ自然0 

シャトレーゼのお菓子は山梨育ち。 

日本一の果実郷と極上の酪農地帯です。 
澄んだ空 Jlm と豊かな自然を、 

満載しています。 

そして、日本中をおいしい笑顔でみたそぅと 

シヤトレ—ゼのフレッシュパワ I 、 

ハンドボール部と もども、 

21世紀に向って、 

さらに大きく飛曜しよぅとしています。 
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〔戦評〕愛媛はスタ1卜から速攻、 
ミドルシュートと好スタ1卜を切 
ったが、10分過ぎからリズムを乱 
しなかなか点にならなくなった。 
その間秋田はサィド、ポストから 
得点、前半1点をリ—ドして終る。 
後半、秋田はいいリズムでスタ 

—卜したが、10分過ぎ愛媛に同点 
にされてから歯車が合わなくなり 
なかなか得点につながらなくなっ 
た。一方愛媛は、同点に追いつい 
てから速攻、ミドル、ポストと 
着々と得点を重ね、秋田の追い上 
げをふり切った。 
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〔戦評〕愛知の先行で始まり、13 
分過ぎまで I 進一退のゲームが続 
いた。熊本も速攻とポストで一時 
同点となつたが、13—8と差をつ 
けられ前半を終了。 

後半13分過ぎに同点になるなど 
追い上げに必死。しかしながら、 
選抜のハンデをものともしない愛 
知の力の前に熊本は惜敗した。 
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〔戦評〕立ち上がり、青森はスヵ 
ィプレ—から1点を先取。対する 
神奈川も手渡しパスからのポスト 
シユ—卜で返す。 14 分まで両チー 
ムー進一退の攻防であったが、そ 

の後神奈川は青森のミスを速攻に 
結びつけて得点を重ねる。ぺース 
をつかんだ神奈川は、サィドシユ 
1卜、ボストシユート、速攻と多 
彩な攻撃で青森を突き放した。青 
森はロングシュートを GK の好守 

に阻まれ、最後まで持ち味を出せ 
ず1回戦で敗れ去った。 


岡 沪15|_19北海道 

(岡山選抜)217|111曹なす进抜) 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
ミスが多かったが、固さが見られ 
る北海道に対し、岡山はサィド山 
辺を中心に得点を重ね、守っては 
カットから速攻をくり返し加点。 
足の止まっている北海道に対しポ 
スト攻撃などで15—8で前半を終 
了。 

後半、気持ちを切り替ぇ、開催 
地の意地を見せる北海道、 GK 高 
橋の好守もあり、攻めては宮田、 
沢村が当たりだし、一時は3点差 
としたが、前半の点差が重荷とな 
り、岡山が逃げ切った。 
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〔戦評〕立ち上がりのぺース をと 
り 合ぅ大切な時に京都は PT を 2 
本福岡 GK に好守され、実力に勝 
る福岡の一方的なぺースとなる。 
特に、ディフヱンスの強い福岡に 
対し京都は無理な体勢からシュー 
卜を ねらい、福岡デイフェンスに 
はね返され、福岡はそのボールを 
着実に速攻で得点につなげ、楽な 
試合展開で終了した。 
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〔戦評〕速攻を中心に展開がはじ 
まり、岐阜の得点で1点差で前半 
15分まで経過するが、岐阜•日比 
野がマンツ—マンで抑えられ得点 
が 1 K まり、 その間埼玉は永 山、 安 
藤、笹井の浦和実トリオが頑張り、 
前半は 11 —7と埼玉が4点リード 
して終了。 

後半、岐阜が連続得点で2点差 
と詰めるが、埼玉は永山、本間の 
2人で10ゴ—ルを決めて決定的と 
する 


〔戦評〕立ち上がり固さの見えた 
両チ—ムであるが、 5 分過ぎから 一 
ょぅやく得点が入り、両チーム 510 
— 5 と 一進一退のゲ—ム となった。 一 
15 分過ぎ、東京は石川の単調な攻 
めに乗じて連続速攻をかけ、12— 

7とリードして前半を終了。 

後半早々石川はデイフヱンスの 
スキをついて連続得点して2点差 
まで詰めた。しかし、東京は速攻 
などで確実に得点を重ね再びリー 
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ねば D は頑張り気力は体力 
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効能•効果 


♦滋鸯強壮*虚弱体質 


►肉体疲労•病後の伴力低下.胃腸障害•栄養障害 

•発熱性消耗性疾患.妊娠授乳期などの場合の栄養補瘡 
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•礼幌01 1(747)2 166 ■東京03 (293) 3351 ♦名古屋 052(971 )5901 
_ 大阪 06(458) 8901 ■広島 082(264)41 16 ■福岡 092(481 )7382 


ドを&け、前半の点差を守った東 
京が.ふり切った。 

愛知 23@ M 99 j 18 愛媛 

〔贱評〕愛媛の中間速攻、愛知の 
ミドルシュ—卜で始まった試合は 
一進 I 退の攻防を続けたが、前半 
残り5分のところで愛知•金子の 
連続得点などでややべースをつか 
み、一時は愛知の3点差で終るか 
に見えたが、前半將 了ノータィム 
フリ ー ス ロ— で愛媛 •大 西の シュ 
丨卜が決まり2点差に食い下がっ 
た。 

しかし、後半地力に勝る愛知は 
速攻、カットィン、ロングシュー 
卜と愛媛のゴールを攻め、リ—ド 
を広げた。愛媛は大西がロング、 
フリ ースローと頑張ったがおよば 
なかった。 
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神奈川37(172011109)191:-3 

〔戦評〕神奈川の足を使ったリズ 
ムある攻撃に岡山のデイフヱンス 

がかみ合わず、開始5分で6点を 
連取される。岡山も白神のサイド 


シユートから反撃のきっかけをつ 
かみ、10分で915と迫ったが、 
それ以降単調な攻めとなり、20— 
9で前半を折り返す。 

▲後半、岡山は2点連取したが、 
攻撃のミスから走られて、前半同 
様な展開となり、神奈川のスピー 
ドある攻撃に圧倒されたゲームで 
あった。 
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〔戦評〕埼玉のディフヱンスの良 

さから速攻で 4- 〇とリード。し 

かし、福岡 も 1対1の フェイント 
をうまく生かし、中盤は両者ミス 
がありながらも互角の闘い。埼玉 
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のノーマークミスを後半福岡が確 
実に点につなげ、10|8と前半を 
埼玉がリ— ドして 終了。 

後半立ち上がり、埼玉のノーマ 
1クミスから福岡の攻守のリズム 
が 良くなり 逆転。 そのままフット 
ワークを生かした攻撃で埼玉を押 
し切った。 


準決勝 


東 "I 示 30 TTI 31 j 23 #i 知 

〔戦評〕東京•佐藤の右サィド、 
愛知•丹羽、石田の活躍で点を取 
り合い|進一退の好ゲーム。愛知 
が連続してノーマークシユートを 
外す間に東京が確実に決めて抜け 
出し、15—10で前半終了。 

後半も確実さを失なわぬ東京が 
着実に得点を重ね。愛知も速攻、 
PT などで追ぅが、ディ フヱ ンス 
の甘さが目立ち始め、間を 割られ 
る ことが 多くなり、得点の後を 守 
り切れず、 追いつく ことができな 
かった。 
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〔戦評〕時折見せる手渡しパスに 
ロング、ポスト、サイドと変幻自 
在の神奈川に対し、ディフヱンス 
の穴を巧みについて、カットイン、 
サイド、速攻の福岡、互いに持て 
る技を駆使しての応酬、一進一退 
のまま10—10で前半を終了。 

後半滑り出しは、福岡が先制、 
カットイン、 速攻、 スカイ プレー 
と 3 点を連取するが、神奈川が 10 
分に追いつき6点をリード。その 
後福岡は速攻、 スカイ プレーなど 
で追うが、 スカイ プレーのミスが 
目立ち始め、2点差までが精一杯 
であった。 
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〔戦評〕前半は両チ—ムとも一進 
一退の攻防を展開した。走りを主 
体とした福岡に対し、セットで確 
実に.得点をあげよぅとしている愛 
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新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現 UC くれる 
素材が求められます。 

常に新しい技術で新しい夢をかなえる 
素材をお届けじ r きた日新製銅。 
これからも時代に応える 
新しい素材をみつめてゆきます。 



明日の素材をみつめる 


g ) B 新製錮 

東京都千代田区丸の内 3-4 - I 
(新国際ビル) 003-216-55 II 〒1 ㈤ 


知の戰いであった。 

後半に入り、愛知はセットプレ 
I において ノーマークシ ユ ー トは 
あるが、福岡 GK の好守にあい点 
差が開いた。終盤粘る愛知は、残 
り時間1分22秒に p T で1点差ま 
で追いついたが力つき、福岡が辛 
くも逃げ切った。 
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の両フロータ—で勝負の東京に対 
し、手渡しパスを駆使して変幻自 
在の動きからエ—ス小沢で勝負の 
神奈川、一進一退のまま11—11の 
同点で前半を終了。 

後半立ち上がり、東京が高橋の 
サィドを決めるや五島が速攻 、 P 
T と確実に決めて4点リ—ド。そ 
の後、神奈川も小沢のロングを中 
心にポスト、あるいはサィドから 
決め懸命に追うが、ノ—マ—クシ 
ュートを GK 梶山にたびたび止め 
られ、1分前に2点差まで追い上 
げるが及ばなかった。 
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〔戦評〕キャブテン五島をコント 
ロールタワ—として 180 cm 以上 
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〔戦.評〕広島が土師の速攻が決ま 

U 好 ス タ—卜に見えたが、その後 
シュ —ト ミスから 愛知； の 速攻を許 


差にまで詰め寄ったが及ばなかっ 

た。 滋贺8 
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し 4-1 とされる。広島もポスト、 

サイドなどで反撃するが、今一息 
リズムに乗り切れず 9—5 と愛知 
が 4 点リードして前半を終了。 
後半、愛知は塩田のロングを中 

心にポスト、サイドと幅広い攻撃 

を見せて着々と加点、広島も土師 

のロング、カットインなどで2占叫 
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〔戦評〕沖縄.八十岡、茨城•冨 
着を攻撃の軸として立ち上がり15 
分までは茨城が先行して シー ソ ー 
ゲームを展開したが、茨城の退場 
を機に沖縄が逆転、 8 — 5 と3点 
をリードして前半を終了。 

後半、沖縄がいったんは5点差 
まで広げたが、茨城も高橋の頑張 
りで猛反撃、高橋一人で6点をあ 
げる活躍を見せたが一歩及ばなか 

つた。 


〔戦評〕立ち上がり、切れの良い 
動きで2連続得点をあげ幸先の良 
い スタ1卜を 切った滋賀であった 
が、中盤からスローテンポに変え 
た神奈川のオフェンスが成功し、 
その後一進一退の展開を見せたが 
神奈川が1点をリードして前半を 
終了。 

後半に入っても展開は変らず、 

1点を争ぅ攻防が続いた。神奈 
川•徳島のミドル、カットィンに 
対し滋賀は吉本を中心に一歩も譲 
らず延長戦に入る。延長に入って、 
脚力の差が出て、全員が走った滋 
賀が連続得点して逃げ切った。 


得00 1111 Av 
Q 間田暮島井井永山谷田下永 
韵 府 
[» 本岡木徳松石徳中森国山松 


審 


3 : 


賀' 


:崎川本尾居出藤山場松田 


林 


S 川北吉山浅井安松馬小向 
0〇 0532 


6 

(3) 

T 

8 


北海ぞ 8 | 6 4福 島 

(はまなす 18 —COJ J 描 S 抜) 

選抜) 

〔戦評〕福島が先行したが、すぐ 
に北海道が追いつき、その後一進 
一退の展開を見せ、多彩な攻撃フ 
ォ ー メ ー シ ョンを 見せた北海道が 
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-农」リ！ドして前半を終了。 

後 f - に入って、福鳥がすぐに同 
点に追いつくが、北海道が再び一 
歩リード、一進一退のシーソ—ゲ 
—ムの末、前半の点差を守った北 
海道が辛くも逃げ切った。 
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千产417一0宮 城 
{千讓抜 1 7—と 1 (全宮城) 

〔戦評〕立ち上がりは両チームと 
も動きが固くミスが多かったが、 
5.分過ぎから宮城が速攻、フリー 
ス U — から加点し、中村に頼る千 
葉を 714 と引き離して前半を終 

る Q 

後半、宮城は千葉.中村に1対 
1の マークを つけるが、かえって 


3^0 00511102000 

幻司澤藤藤井山黒樫田口松谷 

2: irh : 伊佐佐桜小目八藤山笠熊 
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1 1 時 If 鳥山中村田三志竹永大 

^^•00-035000030 n- 


千葉のカットィン、ステップシユ 
1卜を許し、これで攻撃もリズム 
.を崩し、 16 分までに5点連取され 
る。宮城も終盤、佐藤を軸に一.度 
は同点に追いつくが、千葉•山田 
が PT を決めてふり切った。 

大 g - 9 4 二 置 

(大分選抜2113|51(三墨抜) 

〔戦評〕立ち上がり三重.江川の 
ジャンプシユートで先行したが、 
すぐ大分が反撃、寒川のサィドシ 
ユート、古宅のポストシユートな 

どで3-1とする。その後大分が 

先行、三重が追いつくといぅ展開 
で、9 1 9で前半を終了。 

後半に入り、10分過ぎから大 
分.松本の速攻、ロングが入り、 
6点連取して試合を決定づけた。 
三重も江川のステップ、ロングと 
追い上げたが、後半足が止まり、 
リズムに乗れなかった。 
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単調になり、 814 で前半を終了" 
後半に入り、愛媛はポスト、サ 
イドなどを使い反撃するが、 ぺ一 
スは変らず、石川が持ち味のサイ 
ド、ポスト、速攻などの攻撃を出 
し完勝。 
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〔戦評〕立ち上がりからお互いに 
ポストシユート、ステップシユー 
卜などで得点し、10分には 5—4 
と兵庫が1点をリード。その後、 
兵庫はボストへのパスカットから 
速攻に結びっけて加点、13|9と 
4点をリ—ドして前半を終了。 

後半に入り、一進一退を続けな 
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(石川 i 2 l 12 18 今治南高) 

〔戦評〕前半、石川の多彩な攻撃 

に対し、愛媛は森を中心として必 
死に反撃を試みるが、逆に攻撃が 
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がら20分過ぎに山口も2点差まで 
追い上げるが、兵庫のフヱイント 
シュ ートな どで4点差をつけられ 
て敗れる。 


I 回戦 
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知 illlllMsll 


16 沖 0 


〔戦評〕愛知は速いボール回しか 
らポスト、ミドルシュ ー トで得点 
をあげる。一方沖縄は、愛知の堅 
いディフェンスを崩すことができ 
ずにいたが、4分過ぎポストから 
初得点をあげ、その後相手パスミ 
ス、シュートミスから速攻で加点、 
前半を 11111 の同点で折り返す。 

後半、10分過ぎまで一進一退の 
ゲ—ム展開を見せたが、15分過ぎ 
から愛知は速攻、セットからの攻 
撃が冴えて得点を重ねてリードを 
広げて逃げ切った。 
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〔戦 S 15 分まで互いに攻め切れ 
ぬ状能？で、 PT も1本ずつミスす 
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るといぅ双方ともリズムに乗り切 
れない展開で、ロースコア 1- なが 
ら G —1 と滋賀がリ—ドして前半 
を終了した。 

後半も力の衰えぬ滋賀は、滑り 
出しに連続得点するや左フロ—夕 
i 浅居、右からサウスポ彳吉本と 
フリースロ ーからのシュートが確 
実に決まり差を広げる。北海道も 
速攻、カットインで反撃を見せる 
が、大差，をつけられ及ばなかった。 
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千 a 24(1212 ll 11920 大分 

〔戦評〕千葉は、ワンフェイント 
からのパスを生かしてカットイン 
プレーやポストプレーなどすばら 
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しい攻撃力を見せてくれた。大分 
もキ—プカのあるシュートで同様 
のプレーを披露してくれた。両チ 
丨ムとも個人的にすばらしい技術 
をもっており、高校女子としては 
レベルの高い試合であった。走り 
勝ちの千葉が勝利を得た。 

兵鹰 16 79:: 312 石川 

〔戦評〕前半、兵庫はすばやいパ 
スのセット、オフェンスからロン 
グを中心に攻めるのに対し、石川 
は堅い守りから速攻で対抗した。 
しかし、 21 分から速攻から PT に 
つながった3連続ミスが痛く、9 
—6 と 兵庫がリー ドして 前半終了 0 
後半、9分までに71 14 とリ— 
ドされた石川は速攻で懸命に追い 
上げ、 18 分には3点差としたが、 

兵庫 GK 松田の再三の好守にあい 
追いつくことができなかった。 
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滋 賀19 
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15愛 知 


〔戦評〕愛知： H .! 田、滋賀丄一：本 

のロングの打ち合いでスタ}卜、 
15分までに愛知は飯田、滋賀•士口 
本の正確なロングなどで71 6 。 
その後一進一退の展開が続き、8 
— 8 の同点で前半を終了。 

後半も全く互角の展開でスタ— 
卜、中盤愛知退場の間に滋賀が3 
点のリードを奪い、そのままリー 
ドを保って逃げ切った。 
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時にシユートミスが重なり、点差 
を縮めることができないまま19— 
12で兵庫が制した。 
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兵庫19 ( 7 12 M 7512 千 ^ 

〔戦評〕兵庫はコントロールタワ 
1大林がフェイント、ロ ーリング 
速攻と自在に動き回り、両フロー 
夕1、両サイド、ポストが巧みに 
からんでの攻めで着実に得点する。 
一方千葉は、フェイントからの力 
ツトイン、口 I - 1 ;ングと最終的に 
はポストとサイドを使ぅ攻めなが 
らも デイフェンスカ、身長ともに 
勝る兵庫を攻め切れず、12—5で 
前半を終了。 

後半、千葉はフォーシヨンを駆 
使し、速攻、 PT と追い上げ、互 
角のゲ^~ムをするが、ここという 


〔戦評〕最後まで緊迫した好ゲー 
ムの明暗を分けたのは残り 1 分 30 
秒からだった。それまで両チ—ム 
とも堅い守り、すばやいパスワー 
ク、出足のいい速攻、タイミング 
のいいロングで千葉がやや優位だ 
つたがほぼ互角。残り 1 分 30 秒、 
愛知は飯田が PT を決め 15115 の 
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同点とした。残り1分、千葉はポ 
ストからのシユ I 卜を鳥海がミス、 
フォローしたボールも得点に結び 
つかなかった。しかし千葉は、残 
り10秒の中央からのフリースロー 
フオ ーメー シ ヨンがようやく決ま 
り辛くも逃げ切った。 


決勝 


⑴千葉 168 8 M 7815 愛知 


兵庫15一8 7 II 77 j 14 滋背： 

〔戦評〕立ち上がり元気のない兵 
庫に対し滋賀は吉本、山尾のロン 
グなどでリードした。10分まで無 
得点だった兵庫は、江崎のフリー 
スロ—からのロングが決まってか 
ら波に乗り、大林がょく走って7 
17と追いついた。 

後半も常に滋賀がリード、15分、 
22分に同点にされてもすぐ吉本、 

山尾のシユートでリ I ドを奪ぅ。 
しかし、兵庫は残り1分に三度目 
の同点に追いつき、残り19秒、岡 
のサイドシュ—卜で鮮やかに逆転 
揍ちを収めた。 
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ヤロスラフ•ムラッツ (チェコスロバキア) 

の八ンドボール （その 1) 


オリンピックゾ J ダリテイ-講習会より 


指導方法委員会 

委員村松誠、杉森弘幸、三輪一義 



くらし、ひろげるスコのカード 

Sl»®)S 


ファッションから食品まで 
サインひとつでお貢物。 

ご入会手続きも簡単です。 

お気経にお中込み 
ください0 



お支払いもいろいろ 

參月々のお支払いがラクな 

リポルビング払い 

參手数料なしのおトクな 

—回払い 

暑お求めはぃま、お支払いは 

ボーナス-^} S 払い 

卜お中 L 込み、お問ぃ介せは、ジャスコ ft 店 
サービスカウンター乂は、販壳 H におたず 
ねください。 



ゴ—ルキ—パ—のトレーニング(実技) 


オリンピックソル ダリテイー講習 
会より 

5 月 30日の午後の部でゴ—ルキ 
—パーのトレーニングの実技が J 
UKI 体育館で行われた。実技は、 
東海大学と国士館大学、順天堂大 
学のゴールキーパーがデモンスト 
レータ1となつた0 

実技に先立ち、ムラッツ氏は次 
のように述べられた。 

「ゴールキーパーは特別なポジ 
ションであり、特別なタイプであ 
る。普通のタイプではないが、決 
してネガティブという意味ではな 
い。個性の強いポジションという 
ことで あり、 常に一人で個人プレ 
1をするという意味で特別である。 
ゴールキーパーは、チームのため 
に自分を犠牲にしてボールを抑え 
ることが必要であり、ゴールキ— 
パーのタイプはチームに反映する。 
このようなことからゴールキ—パ 
1のトレーニングは重要である。 

今までのトレーニングはチーム 
から離れてすることが多かった。 
ゥォー ミン グアップの後から練習 
に入ってくる。ただ単にシユ—卜 
練習に入ってくる。そのシユート 
練習も実戦的なものではない。最 
近ではアシスタントコーチがいて、 
ゴールキーパーのトレーニングを 
しているが、現在では n ! トプレ 


1^と一緒に複合したトレーニ 
ングがつくられている。 

今日はいくつかのトレーニング 

を紹介する。」 

I •ボ—ルを使ったゴ—ルキーバ 
I のトレーニング 

①ドリブルをしながら進み、ボ 
1ルを上に投げ上げる。投げ 
上げたらすぐに床に手をつき、 
落ちて くる ボールを ノー バウ 
ンドでキャッチする(図 1)0 
床に手をつくかわりに、長座、 
腕立て姿勢、前転、後転など 

のバリエーションがある。ミ 

スをしたら 腕立て伏せを5回 
















床に手をつく キャッチ 
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図の説明 

△ -攻擊プレーヤー 

A -ボールを持った 

攻擊ブレーヤー 

• -ゴールキーパ_ 

〇 -ディフェンス 

. .バスの コース 

—'► -プレヤーの動き 

-シュート 

〇 --ブロック 





やらせる。 

@ボールを二つ使い、交互に投 
げ上げノーバウンドでキャッ 
チする(図 2)0 

③ボールを同時に投げ上げ、自 
分の前で手をたたき、落ちて 
くる ボ I ルを. ノ丨' ハウンドで 
キャッチする(図3)。これ 
には手を前と後でたたくとか、 
前1後 — i 刖と3回にするとか、 
宋に手をついてから手をたた 


く (図 4) などのバリエ1-シ 
ヨンがある。 

④ 両手で二つのボールを同時に 
ドリブルする。同じリズムと 
交互にとする(図5、6)。 

⑤ 二つのボールを片方は前から、 
もぅ一方は後ろから投げ上げ、 
それぞれ逆のボ—ルをキヤッ 
チする(図7 )。 

⑥ ボールを一つは手に持ち 、I 
つは下に置く。手に持ったボ 


1ルを投げ上げ、すぐに下の 
ボールを拾い、落ちてくるボ 
丨ルをノーバウンドでキヤッ 
チする(図 00) 。キャッチの 
後、交互に投げ上げる。 

⑦二人で行なう。6番と同じょ 
うにボールを投げ上げ、もう 
一つのボールを拾うが、拾つ 
たボールはすぐに相手にパス 
する。落ちてきたボールも同 
様にノーバウンドでキャッチ 


し、 ia ぐ相手にパスする t パ 
スを受け取〇た者はボールを 
すぐに投げ上げ、次にきたボ 
1ルを返球して落ちてくるボ 
-—ルをノーバウンドでキヤッ 
チする(図9)。このょぅな 
練習は、毎日毎日の練習の中 
で監督、コーチ、ブレーヤ— 
が新しいものを考えればょい。 

⑧ ボール3個のキャッチボール。 

⑨ 次は体操用マットを使用して 
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行なう。前転をしてコーチか 
らのボールをキャッチする 
(図10)。常に正面だけでな 
く、少し左右に投げる。同じ 
く2回転して行なう。一回転 
づつキャッチしてはボールを 
返す。同様に後転でも行なう。 
冋じように起き上がった時に 
足でキ^—ビングをする(図 
11)0 

⑩馬飛びしてボ ー ルをキャッチ。 


コーチは、足が床につく前に 
空中でキャッチさせることが 
重要でぁる(図12)。キャッ 
チしたボールは空中で返す。 
着地した後、前(後)転してま 
たキャッチする。 

⑪ボールを持って、ミニトラン 
ボリンで高くジャンプ(図 
13)。同様にジャンプし、空 
中でボ—ルを投げ上げ、着地 
する前にキャッチする(図 


14)0 

⑫次はボールなしで飛び出し、 

コーチから投げられたボール 
を空中でキヤツチ、パスする 
(図 15 )0パスには、バツク 
パスも使ぅ。着地の後前転し 
てキヤツチする(図 16 )。 

⑬仰向けに寝て、上体を起こし 
てコ—チからのボールをキヤ 
ッチする(図 17 )。 

⑭うつ伏せに寝て、上体を反ら 


してボールをキヤツチする 
<図 18 )。だんだんバスする 
位置を高くする。 

⑮横向きに寝て、ボールをキヤ 
ツチすぐ (図19)。 コーチ 2 
人の間に横向きに寝て、キヤ 
ツチ、 パス、向きを変えるを 
繰り返す(図20)。 

⑯横向きに寝て、足でボールを 
也める(図21)。 

© う-〇伏せに寝て、ボ—ル2つ 


で交互にキャッチボ—ル(図 
22)0 

⑬ぅつ伏せに寝て、ボール2つ 
を使い、一つは手でキヤツチ 
ボール、もぅ一つは足で止め 
る(図23)。 

⑲ゴールの前に長座してキーパ 
1練習(図24)。ゲームと同 
じ早いボールで行なぅ。 

⑳長座でボ—ルを投げ上げ、投 
げ上げたらコーチからのシユ 


















図 23 


図24 


図25 
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1卜をキーピングして落ちて 
くるボールをノーバウンドで 
キャッチする{図250 

㉑ 長座でボール2個でキ—ピン 
グ。同様にそんきょの姿勢で 
も行なぅ。 

㉒ キーパ I はゴール前に立ち、 

コートプレ—^ -1 はそれぞれ 
ボールを持ち、順番にキーパ 
1 に向かつて投げる(図 26 )。 
最初は馴せるために正面のボ 
I ルをキャッチする。次にシ 
ユ—卜のコーナーを決め(右 
上か左上)実際のシユートを 
止める。 

㉓ 両45度にシュータ—は並び、 
交互にシュートを打つ。シュ 
1卜は一か所に、たとえば右 



45度は左上、左45度は右上だ 
けというように決めて行なう 
(図27) 

㉔ 両45度に分かれてパスからの 
シユートであるが、パスは必 
ずシユ ートフヱインと から行 
なう。パスした後はすぐにホ 
1ムポジション(最初にいた 
基本の位置)に戻り、すぐ次 
のシュートを打つ(図 28 )。 
シユートを正確に打ち、打つ 
距離を守ることが大切である。 

㉕ ゴールの両脇にいるコーチか 
らボ—ルを受け取り、すぐ返 
した後、逆コーナーに打たれ 
たシュートを止める(図29)0 
コーチはキーパ—をゴールポ 
ストまで動かすことが大切で 


ある。これを交互に行なう0 
㉖ 二人が同時にシュートフォー 
ムをつくり、どちらか一方だ 
けがシュートを実際に打つ 
(図30)。事前にどちらがシ 
ュートを打つか決めておき、 
1、2、3とタイミングを合 
わせてフォームをつくる0 
© 両45度とセンタ1の3ポジシ 
ョンにシユータ^—を配置し、 
両45度は前と同じょうに同時 
にシユートに入りどちらかが 
打つ。打ったらすぐ後センタ 
1がシユ|卜を打つ(図31)。 
以上はシユートを上のコース 
.に限定して、ステップシュー 
卜で行なう。 

ゴ^ルキービングをする時 
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31 
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に！ r 特に女子はいろんな動 
きが必要である。 

@両足にボ I ルをはさみ、ジャ 
ンプしてボールを前に上げる。 
上げたら、足、膝、頭などで 
ボールつきをする(図 32 )。 

㉙ 同様 K 足にボールをはさみ、 
ジャンプしてボールを後ろに 
上げ、ノーバウンドでキャッ 
チする(図 33 )。サッカ|の 
練習も良いものである。特に 
準備の時期に我々はよく行な 

、つ 0 

㉚ ゴールの前でそんきょの姿勢 
になり、下のキービングを行 




なぅ(図34)。最初は片方だ 
けで行ない、手を添えること 
が大切である。 

㉛ 正座をして同様に下だけのキ 
1ピングを行なぅ(図35)。 

㉜ 後ろに転がって、起き上がっ 
てキービングをする ( 1136 ) 0 
コーチは足に体重がかかった 
時にボールを投げることが大 
切である。同様にして、後ろ 
向きから転がってから、前転、 
後転からも行なぅ。 

㉝ ゴールにぶらさがって足でキ 
I ピングをする(図37)。 

㉞22 番と同じ(図 26 )。フリー 



40士 
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図 



スローラィンから下だけで行 
なぅ。 

㉚両45度とセンタ^~にシユータ 
. ~を配置し、センターがシユ 
—卜をねらってから両45度に 
交互にパスを出し、45度から 
シュ—卜する(図380 

㉚ 両45度にポストを2人と、セ 
ンターにシユ . —卜を配置し、 
センタ1がシユ 1- ^をねらっ 
てからポストにバスをし、ポ 
ストからシユートする ( 図 
39}。シュートは交互に行な 
い、対角線上の下に打つ。 

㉝ 両45度ポストの位置からボ^~ 
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ルをキ ー パーに転がす。キー 
パーは前に出てボールを拾い 
すぐにセンタ1にボールをパ 
スする。パスした後キーパー 
はホームポジションにすぐに 
戻り、ボールを受け取ったセ 
ンタ丨からのシユ—卜をキ I 
ピングする(図4〇)0 
㉚ キーパーはゴールエリアラィ 
ンにゴ I ルに向かって立ち、 
ゴール脇のコーチから出され 
たボ—ルを見てホームポジシ 
ョンへ行く。センタ1のプレ 
1ヤーはボールをキャッチし 
たらすぐにシユートを打つ 
(図 41 )。同様に前向きで立 
ちボールが見えたらバックし 
てキービングを行なう。 

㉝ 両45度から、打つコーナーを 
決めて練習する。たとえば右 

45度が右上、左45度が左上と 

いうょうに対角線で行なう 

342)。 

⑩ フロータ 1の位置に4ボ ィン 

卜を置き、順番に打つ n — ナ 

1を決めてシユートする(図 
43)0 

2■以上はゴ—ルキ—パ—のトレ 
丨ニングであったが、次からは 
ゲ—ムの状況に合った、ゲーム 
のことを考えてコ|トプレ—ヤ 
!と一緒に行なう練習である。 

@サイドブレーヤーがシュート 

n 丨スに入りながら45度にパ 

スを出し、45度からシュート 
を打つ{図44左0向様にし 


てデイフェンスをつけて行な 
ぅ(図44右)。 

⑫サイドからボールを出し45度 
と クロスしてシユー トを 打つ0 
打ったら次は逆サイドから始 
める。デイフェンスはその都 
度動いてシユートカットをす 
る(図45)。パスの後に出て 
くる シユートに対してキーパ 
丨が反応することが大切であ 
る◊一つの段階を追っている。 

⑬片方のサイドと両45度にシュ 
—ターを配置する。番号はパ 
.スの動く順番である。パスが 
終わ〇たらすぐにパスしたボ 
ジシヨンへ動いて次のプレー 
をする(図 46 )。シュートは 
サイドハンドシュ I 卜かアン 



幻 


ダーハンドシユートで行なぅ0 
また、バスはシユートフエィ 
ントから行なぅ。 

⑭前と同じであるが、2番のプ 
レーヤーはパスの後ブロック 
に行く(図47)。 

⑮サィドから逆45度へパスを出 
す。そこからまたその逆へパ 
スを戻してシユートする(図 
48 )。形に捕われずキ—バー 
が反応しなければシユートを 
することが大切である。 

© 前と同じ形であるが、2香の 
プレ—ヤーはパスの後ブロッ 
クに行く(図49)。 

@45度にパスをしたサイドはす 
ぐにブロックに行く。45度は 
逆45度にバスを出しそこから 



シュートする(図 500 

練習の中でいろんな形をい 
ろんな方法で変化させること 
が大切である。キ—パ—だけ 
でなくチーム全体にとっても 
大切である。 

これまではフロ^― 夕 -—のボ 
ジションからの練習であった 
が、次はサイドのポジション 
からのシユートを行なう。サ 
イドのブレーヤーがボールを 
持って注意することは、ライ 
ンクロスをしないようにゴー 
ルエリアラインとの間隔を置 
くようにポジションを大切に 
することである。 

⑬サイドからボ—ルを出し 45 度 
のブレーヤーがシユ—卜をね 



- 一 T" \ »Lr J V て 1 

する(図51)。このとき45度 
のブレ1^ - — は色々と考えな 
ければいけない。たとえば、 
サイドプレ— ^—がボ—ルを 
仰えにきて、切り返してシユ 
1卜に行くことなど(図52)0 
常にいろんなバリエーション 
を考えなければいけない。実 
際のゲームと同じよぅに。 

⑬48番と考え方は同じであるが、 
パスの出し方が違ぅ。逆 45 度 
からボールを出しサイドへパ 
スをしてシ ユート する。バス 
はそれぞれシユートをねらつ 
てから行なぅ(図 52)0 
㉚ サイドからボールを出し 45 度 
がクロスをしてサイドシユ I 
> :; 
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卜を打つか、逆サイドにパス 
を送る。，逆サイドシュートで 
1固が完結であるが、すぐに 
最初の逆サイドから同じ事を 
交亙に繰り返す(図 53 )。 

@次は フロ タ—とサイドを交代 
でシユ ートを 打つ。まずサイ 
ドからボールを逆45度に出し 
ロングシユートを打つ。シユ 
—卜を打ったらすぐ45度から 
サイドにボールを出しサイド 
シユ ー トを 打つ。デイ フェン 
スはそれぞれシユ—卜を防ぎ 
にいく(図54)サイドを交代 
しても行なぅ。 

@同様にサイドとフロータ1交 
代でシュ —卜を 打つがパスー 
シユ I 卜が終わったらポジシ 
ョンを交代する(図55)0 

㉝ まず45度からサイドにパスを 
出しシュー.^する。その後す 
ぐにサイドから次のブレーヤ 


1がボールを出し、45度から 
シュートを打つ(図 56 )。両 
サイドで行なう。 

@次はサイドとポストからのシ 
ユートである。センタ—、両 
45度、サイドとポストを図の 
ように配置し、まずセンタ1 
からボールを出し45度からポ 
ストへパスしてシユ-—卜する。 
次に次のセンターから逆45度 
にバ.スを出しサイドとクロス 
してシユ|卜を打つ(図57)0 
パスした後はそれぞれパスし 
たポジションへ移動する。 

©3つのプレーを順番に行なう。 
1番目はセンタ1がシユート 
モーシッンをしてから45度へ 
パスし、45度で1対1を行な 
いシユートする。2番目はセ 
ンターから1番目と逆サイド 
へパスし、サイドのプ レー ヤ 
—はポストとクロスして、ボ 



ストのフレーヤーがサィドか 
らシユートする。3番目は同 
方向の45度にパスし、45度と 
クロスしてリタ1ンパスを受 
けてロングシユー トを 打つ 
(図58)。シュ|卜を打った 
プレ — はセンターに戻り、 
パスしたプレーヤーはそれぞ 
れバスした先のポジションへ 
移動する。 

以上はチエコでやっている1つ 
のゴールキ—パ I のトレーニング 
である。これによ〇てチェコでは 
必ず良いゴールヰーパ—が生まれ 
ている。自分のチームで続けてい 
けば、ゴールキーバー、ディフエ 
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5 
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ンス、プレーヤーの流れがスムー 
ズに行くようになるでしよう。 

以上カゴールキーパーのトレー 
ニンダの内容です。 
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1回戰の明石対呉の試合 


準 

決 

勝 


決勝 


豊 E 25 m 4 M 98 j 17® 津 

(大会を終えて) 


敝日本ハンドボール協会と®全 
国高等専門学校体育協会の主催に 
ょる第 16 回全国高等専門学校ハン 
ドボール選手権大会が、静岡県ハ 
ンドボール協会と沼津工業高等専 
門学校の主管のもとで、静岡県の 
三島市と沼津市の両市民体育館を 
用いて開催された。北は北海道か 
ら南は九州まで全国8地区の予選 
を勝ち抜き選抜された12チームが 
参加し、ト ー ナメント方式により 
激戦が繰り広げられた。 

大会の様子をご紹介する前に、 



豊 

沼 


日〇 
一±12 

31 


V-6 一 

13—8 j 
•5 —— 7 ^ 

10-7 J 


14八 
14石 


代 


高等専門学校およびそこにおける 
ハンドボール部の現況について少 
し紹介させていただく。高等専門 
学校は、我が国の産業の発展と、 


科学技術教育のょり一層の振興を 
図るために、昭和 37 年度に新しい 
高等教育機関として創設され、中 
学校卒業程度を入学資格とし5年 
制の一貫教育を行なぅ特色ある学 
校である。 15 歳 (1 年生)から 20 
歳 (5 年生)までの年齢層の学生 
がおり、高等学校と大学の両者の 
様相を併せ持っている。低学年か 
ら実技教育を豊富に取り入れ、理 
論を実際面に活かすことのできる 


技術者を育てるべく実躍的技術教 
育を行なつている。 

学校の規模としては平均して1 
学年 4〜5クラスで、 全学年で 8 
00〜1000人程度の学生数で 
ある。多くの卒業生は企業や官公 
庁に就職するが、最近は進学する 
者も増え10〜20%の卒業生が主た 
る国立大学等の 3 年次に編入学し 

ている。 

高等専門学校は、現在全国に62 
校あり、国立が54、公立が4、私 
立が4校である。そのぅちハンド 
ボール部を有するのは 36. 校である。 
全国を8地区(北海道、東北、関 
東信越、東海北陸、近畿、中国、 
四国、九州)に区分し、7月中旬 
にそれぞれの地区で地区大会を開 
催しハンドボ^~ル部を有する高専 
の数等に応じて一地区1〜3校の 
代表校が全国大会に選抜される。 
また、当年度の主管校も全国大会 
の出場資格が与えられ、総勢13校 
が全国大会に集まる。本年度は、 
北海道地区(釧路高専)、東北地 
区{秋田高専)、関東信越地区 
(育英高専、東京高専)、東海北 
陸地区(豊田高専、岐阜高専、石 
川高専)、近畿地区(大阪府立高 
専、明石高専)、中国地区(呉高 
専)、四国地区は不参加、九州地 
区(八代高専)および主管校(沼 
津高専)の12校が本大会に出場し 
た0 


1回戦 


2回戦 


第10回全国高専選手権大会 


-ZZ- 

















2 回 II の妓阜対八代 



動きになった。勝ち残った4チー 
ムが第2日目の準決勝へ進出した。 
二連覇を目指す八代高専と動きの 
速い豊田高専、守りの堅い石川高 
専 とシュー トカの ある 沼津高専が 
準決勝を戦った。八代高専は前半 
終了間際に1点差まで迫りながら 
も、後半開始早々に豊田高専の速 
攻を許し、反撃のムードに水をさ 
され 20114 で敗れ、二連覇の望み 
は絶たれた。準決勝のもぅ1試合 
は、石川高専が左右にボールを回 
しながら着実に得点し前半を<^— 
5 とリードした が、後半沼津高専 


はディフェンスを引き締め、ミド 
ルシユート.ポストプレー等にょ 
り 得点し、1点を競ぅ白熱したゲ 
—ム展開となり、結局追い上げム 
I ドの沼津高専が勝利を手にした。 

豊田、沼津の両高専共に決勝に 
は初の進出で、東海地区同士の決 
勝戦となった。攻めのキッヵケを 
つかみきれない沼津高専に対し、 
前半豊田高専は速いパスと速攻で 
主導権を握り、後半はほぼ互角の 
試合展開となった。結局前半のリ 
I ドが試合を左右し25—17で豊田 
高専が第 16 代のチャンピオンの座 
についた。2日間ではあったが暑 
さを吹き飛ばすほどの爽やかな印 


象を残して、大会は幕を閉じた。 

高専ハンドボール部の活動は 
年々充実しつつあるが、全国高専 
の半数強にしかクラブは存在して 
いないのが実状である。今後は高 
専ハンドボールを益々発展させる 
ためには、新たなクラブの設立お 
ょび選手強化に力を注がなければ 
ならず、ハンドボール協会をはじ 
め関係各方面のご支援をさらに仰 
ぐ次第である。 

最後に、本大会開催に当たり、 
多大なご尽力を賜りました日本ハ 
ンドボール協会•静岡県ハンドボ 
1ル協会ならびに関係各位に厚く 
お fL 申し上げます。 



津高専ハンドボール部主将落合久 
雄君が力強く選手宣誓を行なった。 

開会式後、三島と沼津の両体育 
館 U 分かれて、第1日目は2回戦 
までの8試合が行なわれた。序盤 
は各チームに固さもみられたが、 
次第に雰囲気にも R れスム I ズな 



開会^;は 8 月 25 口午前 9 時ょり 
一一一鳥市民体育館に於て出場12チー 
ムの全選手が参加して行なわれた。 
昨年度の優勝校(八代高専)、準 
優勝(富山高専)ょり優勝杯、準® 
勝トロフィーが返還され、レプリ 
V が授与された。また、主管校の沼 
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可岐各岐 中大岐 
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古川 hob 

仙台育英ク 

宮城野ク 

2一 そ AJ J 

3 ブ 

11古川商ク 


〈成年男子〉 

▼ 1回戦 

仙台育英ク 

▼準決勝 

宮城教員 

東北電力 

▼決勝 

宮城教員 35 f 

〈成年女子〉 

▼決勝 

青葉ク 29 一 

〈少年男子〉 

▼1 回戦 


郡 上 
岐阜北 
高山 H 
各務原西 


日本硝子 
三洋電機 

ブラザ I 業 

東海理化 
日本耐讀 

アイシン梢機 

日本硝子 

三洋電機 


宮城水産 
塩 釜 
仙台商 
名取北 

仙台三 
電子 H 
仙台二 
佐 沼 
宮城エ 
仙台向山 
仙台南 
仙 台 

古川 H 
一迫商 

仙台一 

仙台西 

仙台東 

市立選抜 

j 19 古川選抜 


飯野川 

塩釜女 

宮城広瀬 

名取北 


仙台向山 
仙台西 
仙台一 
仙 台 

▼ 2 回戦 
仙台育英 
古川 H 

一迫商 
仙台東 
市立選抜 
仙台一 
仙台西 
古川選抜 

▼ 3 回戦 
仙台育英 
仙台東 

市立選抜 

古川選抜 

▼準決勝 

仙台育英 

古川選抜 

▼決勝 

仙台育英 26 |^ 

〈少年女子〉 

▼1 回戦 

塩釜女 

▼ 2 回戦 

聖 和 

仙台女商 

築館女 



(7 月12日〜 16 日/スポーツセン 

夕—、仙合体育館) 


，仙台三 22 — 16 泉松陵 

古川 H 37—20 泉館山 

一迫商 29—14 築 館 

佐 沼 19—13 東 北 

電子エ 18111 榴ヶ岡 

仙合二 19—19 宮城広瀬 

3 P T C 2 

宮城 H 20 — 18 古 川 

flllt ? 南 18—14 古川商 


岐阜東 
県岐阜商 

12岐阜西ェ 


富田女 
大垣農 
各務原 
海津北 
岐阜北 
可 児 
各務原西 
海 津 


高 山 
県岐阜商 

8養老女商 


大垣北 
斐 太 
岐阜南 
中京商 
► 2 回戦 
市岐阜商 
岐 陽 
岐阜東 
各務原 
岐阜南 


-日/本田技研体育館 


岐阜県高校総体 


(8 月 22 、 23 日/岐阜南高校) 
〈男子〉 

▼1 回戦 


宮城三女 
涌 谷 
宮城二女 
古川女 
古川商 
▼ 3 回戦 
聖和 
宮城三女 
涌 谷 
古川商 
▼準決勝 
古川商 
聖 和 
▼決勝 
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20—4 
30 —8 
25—12 
2015 


3514 
2419 
1818 
2117 
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仙台西 
佐 沼 
仙台東 
宮城一女 
朴沢女 

仙台女商 
築 館 
宮城二女 
古川女 

涌 谷 
宮城三女 


15 古川商 



第 25 回東海実業団選手 権 


人！：特殊!!?崎 

本 m 震会 

► 4 回戦 

人：一:證崎 

トヨタ車体 

▼準決勝 

本田技研鈴鹿 
大特殊鋼 

▼決勝 

大同 i 

A 女子〉 

▼リ I グ戦 

ジャスコ A 27 

ブラザ19 
ェ 業1 

ジヤスコ A 23 

〔順位〕①ジ 
工業©ジャス 


32 1 9 新 口 鉄名. , r 3 
24—19豊田合成 

28117 日本電装 
27123 本 m 技研爽§ 

28 — 20 Aafsl 


26—12 


: ii 


s 

flo— 51 


2 


-ョタ車体 


本田技研 
鈴 鹿 


11 ジャス nB 


11ジャス nc 


ブラザー 
業 

ヤスコ A ②ブラザー 
n B 


'12—9 1 5 

,n—6J 1 エ 


( 7月2、 
ほか) 
〈男子〉 
▼1 回戦 
日本耐酸壜 

アィシン精機 

▼ 2 回戦 
新日鉄名裏 
豊田合成 
大鎌 S 崎 
本 II 蓋会. 

▼敗者機 

ブラ T 工業 

東海理化 

▼ 3 回戦 


県岐阜商 23—6 
可 児 18 —9 
岐阜西エ 19—12 

▼ 3 回戦 

市岐阜商 25110 
岐阜東22—10 
県岐阜商 20—6 
岐阜西エ 19—8 
▼準決勝 

市岐阜商 19 — 11 
岐阜西エ 16—13 
▼決勝 

市岐阜商 23|1211||75 一 

〈女子〉 

▼1 回戦 

養老女商 1216 
岐 山 11—6 
高 山 27—5 
瑞 浪 1217 
大垣南 918 
県岐阜商 2411 
斐 太 10|5 
本 巣 25—4 

▼ 2 回戦 

養老女商 20—5 
高 山 1812 
県岐阜商 28 14 
本 巣 2214 
▼準決勝 

養老女商 15110 
本 巣 21—19 
▼決勝 

本 s nj 


国体宮城県予選 
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NEW a GEL 

品番 THH 711 品名スカイハンド®ジャパンぴ -S 
メーカー希望小売価格¥14,500 (消費税拔き） 

カラー•ホワイト x W レ/ド • 7リンブルー#ホワイト x W マリンブルー•レッド 
サイズ22 5 '29.0 cm 


^^raSiCSTIGER, 


■商品についてのお間い合わせは株式会社アシックス;肖費者相談室までどうそ' 

〒650神戸市中央区港島中町7丁自1番1 TEL (078>303-2233( 專用）* (078)303-3333( 大代表） 
〒130東京都*田区綿糸4丁目]〇番11号 TEL (03)624-1814 (専用卜(03)624-2221(大代表) 

* R は味アシックスの登 II 商標です 


株式会社アシツクス 


ソ躍した 

も* つ のジャ パ 

これが頂点。ソウル•オリンピックの日本選手団に 
採用されたスカイ八ンド n ソャパンび — S 

すべてのハンドボ1フーが注目していた、ゾゥルでの H 本選で団の活躍。 

その銳い叨れ味も、その俊敏な走りも、このシユーズから. It まれた。スカィハンド®ジヤパンひ - S 。 

ハンドボールシユーズでは初めて内蔵したびゲルが、ジャンプやシユート など 激しい動きに よる 足への fl 扭を释減す令 
吸いつくよぅにグリップするスパィラルソールによって、ィンドアコートで威力を発揮。 

これは、胸をはって M いてほしいシユ—ズだ。 

4 

. 6 !…. ; 







桜田淳子は、東洋証券が、 
好きになつちやつたみた t 、です) 


10万円から始める、あかるい財テク 




❾東洋証券 
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